




















































　6-2　沿岸整備における基本方針

　　1) 防護に対する基本方針

① 海岸防護における保全施設整備の促進

② 砂浜の浸食対策

③ 防災に強い地域づくりの推進

④ 防護の目標
　高潮や越波等による浸水被害の防護については、過去に発生した高潮の記録に基
づく既往最高潮位に、適切に推算した波浪の影響を加えて、これらに対して防護す
ることを目標とします。防護水準は、対象海岸の背後状況や地域ニーズに応じた海
岸管理者が適切に設定することとし、地域住民と一体となったソフト面での対策等
を図ることにより、総合的な防護を図るものとします。
　侵食による被害の防護については、侵食の進行している海岸では現状の汀線を保
全・維持することを基本的な目標としますが、侵食が著しく背後地に被害が生じる
可能性に応じて汀線の回復を図ることを目標とします。
　津波による浸水被害の防護については、学識経験者等からなる「北海道沿岸の設
計津波水位検討委員会」（函館市、北斗市、木古内町、知内町）及び「北海道日本
海沿岸の設計津波水位検討委員会」（福島町）により設定した「海岸保全施設等の
設計に用いる津波の水位」に対して防護することを目標とします。
　当沿岸の防護水準を次頁表－６－１、表－６－２に示します。

　生命、財産を守り、安全で安心して暮らしていけるために、海岸保全施設の整備
は、従来の波浪対策主体の『海岸の防護』を考えていきます。防護面以外にも自然
環境や利用に配慮しながら整備を進めていきます。
　なお、防護にあたっては、沖合施設と護岸を組み合わせた面的防護を基本に整備
を進めていきます。
　また、津波に対しては「最大クラスの津波に比べ発生頻度が高く（数十年から百
数十年に一度程度）、津波高は低いものの大きな被害をもたらす津波（Ｌ１津
波）」が発生した場合の浸水区域とします。

「防護」「環境」「利用」の調和した渡島南沿岸域の創造のために、基本方針を以
下のように設定します。

　沿岸域だけでなく、流入河川の流域とも連携を図り、砂浜の保全・復元・造成に
取り組んでいきます。

　海岸保全施設整備と共に地域や関係機関と連携し、波浪はもとより地震等による
津波に対しても、住民の防災知識の普及・啓発、地域の防災体制の強化に取り組ん
でいきます。



Ho=5.0～5.9m
To=9.6～10.6s

Ho=5.4～8.6m
To=9.8～12.5s

恵山岬　→

計画高潮位
T.P.+1.5m

(D.L.+2.4m)

矢越岬　→

北斗市
（上磯）

知内町

函館市
（恵山）

侵食

防　護　水　準

計画高潮位
T.P.+1.3m

(D.L.+1.8m)

立待岬　→

計画高潮位
T.P.+1.5m

(D.L.+2.0m)

表－６－１　防　護　水　準

ゾーン名
高　　　潮

潮　　位

町村名
波　　浪

Ho(波高),To(周期)

函館市

福島町

　現状の汀線
維持もしくは
必要に応じた
汀線の回復

Ho=6.8～7.5m
To=11.5～13.5s

木古内町

白神岬　→

恵
山
～
函
館

福
島

防波堤　→

汐首岬　→
函館市

（戸井）

上
磯
～
知
内



海岸
区分

振
興
局

海岸名 箇所名 対象津波
設計津波
水位
(TPm)

1 福島海岸 福島町 （推定）佐渡島北方沖地震津波 +1.7

2 知内海岸～木古内海岸 木古内町～知内町 （想定）三陸沖北部の地震津波 +2.0

3
上磯海岸～
　函館海岸（函館山地区大鼻岬）

北斗市～函館市 （想定）三陸沖北部の地震津波 +2.4

4
函館海岸
（函館山地区大鼻岬～石崎地区）

函館市 1896年明治三陸地震津波 +2.6

5 戸井海岸～恵山海岸
函館市（戸井）～
　函館市（恵山）

1896年明治三陸地震津波 +3.2

表－６－２　設計津波水位

渡島
総合

※福島町については、日本海側の津波の影響が大きいことから、設計津波水位を
T.P.+1.7m（太平洋側の設計津波水位（三陸沖北部）T.P.+1.3m）に見直しを行いました。

　海岸堤防等の高さは、今後、設計津波水位と低気圧等による高潮・高波に対する必要性
を比較のうえ、海岸の機能の多様性への配慮、環境保全、周辺景観との調和、経済性、維
持管理の容易性、施工性、公衆の利用等を総合的に考慮する。










